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要 旨 

 

第一章 研究の背景と基本概念 

食が人間の日常生活における重要な活動であることと加熱調理用語に関わる誤用が多

発することは、在日中国人の日常生活に影響を与えている。本研究では、日常的に使用さ

れる加熱調理用語に何があるか、日中両言語の加熱調理用語の共通点と相違点はなんであ

るか、中国語母語話者が日本語加熱調理用語を誤用する原因はなんであるか、の 3 つの課

題を追究した。 

基本概念の節では、研究対象の呼称と範囲、分析の視点、分析の方法の３点について、

先行研究を考察した。まず、先行研究で使用された呼称の問題点を見た上で、本研究では

研究対象を「加熱調理用語」とした。また、伊藤（1974）の記述を参考にし、研究対象の

範囲を中心的基礎語彙に限定した。次に、分析の視点に関しては、伊藤（1974）の語彙素

の定義と、国広（1982）の意義素・意味特徴について考察し、分析を進めるにあたっては、

天野（2003）、伊藤（1974）、国広（1982）を参考にした。さらに、本研究では加熱調理用

語の運用における人の認識を考察するため、中野（2012）の「概念的意味」と「非概念的

意味」を参考にした。 

 

第二章 調査概要 

調査 1 では、80 人の在日中国人に対して「知っている中国語加熱調理用語」に関するア

ンケート調査を実施した。目的は、中国語加熱調理用語の中心的基礎語彙を抽出すること

にある。調査 2 では、まず中国語コーパスを利用し、調査 1 で得た結果を検証した。中国

語加熱調理用語の中心的基礎語彙を選定する目的である。次に、両言語のコーパスの例文

を分析し、加熱調理用語の意味分析を行った。調査 3 では、加熱調理場面を表すビデオを

用い、日中の協力者の加熱調理用語の運用上の問題を分析した。目的は、加熱調理用語の

日中対照分析の対象を選定することと中国語母語話者が日本語加熱調理用語を誤用する要

因を解明することにあった。 

 

第三章 調査 1 の結果 

80 人の在日中国人調査から、66 件の有効回答を得た。一人当たりの平均回答数によっ

て、中国語加熱調理用語の中心的基礎語彙の数は 9 に近いことが分かった。回答の上位 9

位の語は、「烧」、「炒」、「煎」、「煮」、「炸」、「蒸」、「烤」、「焯」、「炖」である。 

 

第四章 調査 2 の結果 

まず、調査 1 で抽出された 9 語に対して中国語コーパスで使用頻度を再検証した。その

結果、使用頻度が上位 9 位にあがった語は調査１の結果に一致した。次に、両言語のコー

パスの例文を分析することによって、【加熱媒体】、【素材】、【動作】、【火力】、【加熱時間】、

【道具】と言う 6 つの意味特徴を形成する項目を抽出した。最後に、抽出された意味特徴

に基づいて、各語に対する構造的意味分析を行った。 
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第五章 調査 3 の結果および加熱調理用語に関する日中対照分析 

調査 3 では、加熱調理場面を表すビデオを用い、日中の協力者の加熱調理用語の運用上

の異同を考察した。日中の協力者の回答を分析し、加熱調理用語の日中対照分析の対象を

選定した。続いて、調査 2 での意味分析をもとに加熱調理用語の日中対照分析を行った。

その結果、日中両語の加熱調理用語の語彙体系における共通点と相違点を明らかにした。 

 

第六章 中国人協力者インタビュー 

調査 3 での回答理由について中国人協力者にフォローアップインタビューを実施し、中

国人協力者が加熱調理用語を運用する際に注目した意味特徴と加熱調理用語を誤用する要

因を分析した。分析から中国人協力者が加熱調理用語を運用する際に【加熱媒体】、【動作】、

【道具】、【素材】の 4 つの意味特徴に注目したことが分かった。また、中国人協力者が加

熱調理用語を誤用する要因を（1）画面に現れる意味特徴を無視した（2）意味特徴に関わ

る内容を誤読した（3）日中両言語間の転移（4）個人差、の 4 点にまとめた。 

 

第七章 まとめと今後の課題 

 最後に、今後の課題に触れる。本研究では、調査 2 ではコーパスを利用したため、加熱

調理用語の使用例は書き言葉に限られる。また、調査 3 の調査方法の限界により協力者の

実際の調理場面での加熱調理用語の運用を反映したとすることは難しい。なお、研究背景

の部分で、加熱調理用語の運用に関する問題が起こった原因について、文化・社会的背景

を提示したが、そもそも、「文化・社会的背景」がどういうものであるかに関する考察及び

分析をまとめていない。 

以上から、加熱調理用語の実際の運用に関する考察、日中両国の食文化及び調理文化に

関する対照研究を将来的課題としたい。
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